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１１月１６日(月)に明和振興センターで行われている

「めいわ子ども教室」を訪問させていただきました。 

この日は『わなげ大会』が開催されました。ひとり５

投、３回のチャレンジで合計得点を競います。１年生は

少し前からですのでチャンス十分！ 

指導員さんの説明を聞いて競技スタート。大きな歓声

の中、楽しそうに行われました。その反面、悔しそうな

表情も見られ真剣さも伝わってきました。 

指導員さんのお話では、注意することもあるが、学校

とは違う場でもあるので、ある程度のびのびと過ごさせ

ているとのこと。けが無く、気持ちよくお家に帰っても

らいたいという願いをもって活動にあたっているとのこ

とでした。 

明和小学校菅家崇校長先生は、「季節感や地域の伝統に

触れる機会になってありがたい。児童の情操面の成長に

とてもよい。」と話していました。 

学校と地域の連携が図られており、そのための情報交

換や話し合いも持たれています。顔を合わせて話し合う

ことはとても大切なのですね。 

福島県教育庁南会津教育事務所 
総務社会教育課 

「めいわ子ども教室」を訪問しました 

＜コーディネーターの 星 美弥子さんより＞ 
○教室自慢 
「元気!!!」とにかく元気がいい。男の子と女の子の仲

もいい。 
○普段心がけていること 
喜んで来てもらい、笑顔で帰宅させたい。仲よく遊ん

でけがのないようにと心がけております。 
○ひとこと 
夢と希望をもって、思いやりと勇気のある子に…と願

いながら、私たちもそうありたいとがんばっております。 
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子供たちの興味関心をひくようなプログラムを設定し、活動を盛り上げようとする指導員さん

たちの思いが伝わってきました。とにかくのびのびと、そして「けが無く、気持ちよく家に帰っ

てもらいたい」という指導員さんの優しい思いに包まれて活動をしている子供たちは本当に幸せ

ですね。 

 


